
64%

34%

2%

公立高校（千葉・茨城・埼玉）

私立高校（千葉・茨城・東京など）

その他

※昨年度の割合
公立高校 62%
私立高校 37%
その他 1%

❶ 令和３年度 卒業生 進路状況Ⅰ～公立・私立の割合～

進路だより第３６号(最終)～人生の選択～ 発行日：2022.3.22(火)



❷ 令和３年度 卒業生 進路状況Ⅱ～進学者が多い学校～

公立高校編

１ 我孫子

２ 沼南高校

３ 柏南

４ 市立柏 沼南高柳

６ 東葛飾 柏中央
柏陵

私立高校編

１ 中央学院

２ 東洋大牛久

３ 日体大柏

４ 二松柏

５ 土浦日大
東京学館船橋

※進学者数 非公開



❸ 令和４年度入学入試 全体の状況Ⅰ

(1)千葉公立入試の状況

ア 志願者数は微増 (令和２年度比較では大幅減)

イ 志願倍率は昨年度に引き続き低い傾向のまま

志願者数の推移

令和４年度入学者選抜 34,637人 現中学３年生

令和３年度入学者選抜 33,517人 公立入試一本化 開始

令和２年度入学者選抜 36,644人 前期・後期選抜 最終年度（数字は前期選抜）

志願倍率の推移

例１：我孫子 例２：沼南 例２：柏南

令和４年度入学者選抜 1.08 0.37 1.49 

令和３年度入学者選抜 1.00 0.67 1.50 

令和２年度入学者選抜(前期) 1.61 0.83 2.54

今年度も
公立離れ
が進む



❹ 令和４年度入学入試 全体の状況Ⅱ

(2) 公立離れが生じた主な理由

ア 国の授業料支援制度等による私立志向の高まり
➡経済的な負担の減少に伴う入学ハードルの低下
➡授業料支援等の詳細は受験希望の私立高校などに要確認

イ コロナ禍での私立高校の対応への高評価
➡オンライン授業等への迅速な対応など

ウ「早く進学先を決めたい」というあせりにも似た
意識の高まり
➡コロナへの不安や公立入試の一本化、私立入試と公立入試の
ブランク(一カ月以上の期間)などが理由



❺ 来年以降受験を迎える後輩へ先輩からアドバイスⅠ
～本校独自の入試に関するアンケート結果(有効回答数159)より抜粋～

(１)受検した学校の数は？

1.3%

0.6%

(２)受験で苦労したことは？
ア 受験勉強
イ 勉強しているのに勉強しろと言われること
ウ 勉強と遊びの両立
エ 時間の管理
オ 自分の苦手とする教科の点数を上げること
カ ストレスで暴飲暴食し、太ること
キ スマホやテレビの誘惑に抗うこと
ク メンタル維持
ケ モチベーション維持
コ 面接練習（人前での自己表現を含む）
サ 自分と親の志望校を合致させること
シ 我慢すること
ス 成績がすぐには伸びないこと
セ 志望高校を決めること など



❻ 来年以降受験を迎える後輩へ先輩からアドバイスⅡ
～本校独自の入試に関するアンケート結果(有効回答数159)より抜粋～

(３)進学塾や家庭教師、通信教育などは利用したか？(複数選択可)

スタディサプリ



❼ 来年以降受験を迎える後輩へ先輩からアドバイスⅢ
～本校独自の入試に関するアンケート結果(有効回答数159)より抜粋～

(４)受験期の家族との付き合い方は？ (５)受験予定の後輩へのメッセージ

ア 伸び悩んだときは励ましてもらった
イ うまくいったときは褒めてもらった
ウ 接する機会が増え,親の考えが良くわかった
エ 今までと変わりなし
オ 勉強中は静かにしてもらった
カ 応援してくれるのが目に見えた
キ 受験勉強で遅くなっても合わせてくれた
ク ギスギスして、かかわらなくなった
ケ 頑張れとは言われなかった(逆にありがたい)

コ ご飯の時は受験を忘れて楽しく過ごせた
サ 進路は自由に決めさせてくれた
シ わかっていることを何回も言われた
ス 感謝の気持ちを伝えることが多くなり、

関係がすごく良くなった など

ア 早めに勉強を始めて下さい
イ 入試の形式が変わって大変だと思いますが

自分のことを信じて頑張って下さい
ウ 応援しています
エ 実テ、S判定でも落ちるから慢心するな
オ わからないところは今のうちに潰せ
カ 誘惑に負けず頑張れ
キ 息抜きも忘れないようにね
ク 計画的にやろう
ケ 友達と家族との関係は崩さないでね
コ 定期テストは手を抜くな 後から後悔します…

サ 受験は自分が思っていた以上に辛いよ
シ やりたいことをやっている未来の自分を

想像しよう最後まであきらめるな！など



❽ 今、親がすべき２つのこと

(１)自己決定する機会を増やす＝子どもを自律させる
ア「自分の進路は自分で決める」が基本だが、自己決定できない子が多い

イ 自己決定できない子＝指示待ち人間は「大人」がつくる
ウ 自己決定できない子は、自分の失敗を人や社会のせいにする

自分で決めていないから責任をとらない
エ 子の親離れは自然現象だが、親の子離れは意図的にやらないとできない

(２)中３の三月頃までに教育費をいくら準備すればよいかを
シュミレーションし、子どもが望む進路を経済的に叶える
最大限の努力をする

ア 当然のことながら、子育てにはお金がかかる これまでも、これからも…
イ 「お金がないから私立には行かせられない」と言う前に、入学費・３年間の

授業料・支援制度・奨学金・教育ローン・貯金計画など、すべての情報を
あきらかにした上で冷静な判断を下す…さすれば子どもはわかってくれる


